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2011 年 11 月 2 日、イングランド銀行はジェームズ・ワット James Watt と並んでマシュー・ボ
ウルトン Matthew Boulton の肖像を配した 50 ポンド紙幣の発行を開始した1。イギリスにおける
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 ‘Bank of England to launch new £50 note, Inventor James Watt and his financial backer Matthew 
Boulton to feature on new £50 note, to be issued on 2 November’, Heather Steward, guardian.co.uk, 
Friday 30 September 2011 11.20 BST. なお、特別の必要がない限り、研究史上、知られている人
物はカタカナ表記、現在の研究者や当時の一般の人名に関してはローマ字表記とする。 
2
 Dick, M., ‘Matthew Boulton: A Revolutionary Player’, in Dick, M., (ed.), Matthew Boulton: a 
Revolutionary Player (Studley: Brewin Books, 2009), p.1. 
3
 ‘Matthew Boulton – Timeline’, Celebrating the life, work and legacy of Matthew Boulton’: 
http://www.theassayoffice.co.uk/boulton_timeline.html (最終閲覧 2012.2.19). 
4
 Mason, S., The Hardware Man Daughter: Matthew Boulton and his ‘ Dear Girl’ (Chichester: Phillimore 
& Co. Ltd, 2005). 
5
 Quickenden, K., ‘ Matthew Boulton’s Silver and Sheffield Plate’, in Mason, S(ed.), Matthew Boulton: 
Selling What All the World Desires (New Haven and London: Yale University Press, 2009). 
6
 ボウルトンのバーミンガム・アセイオフィスの設立の経緯については、Tann, J., Birmingham Assay  



























露関係史の大家 Cross13の影響も見られる Baird の研究からは、イギリス産業革命の技術移転にお
                                                                                                                                                                                
の設立と装飾銀製品」 (Discussion Papers in Economics and Business, Osaka University, 2008)を参照。 
7
 Uglow, J., ‘Matthew Boulton and Lunar Society’, in Mason (ed.), Matthew Boulton: Selling What All the 
World Desires. 
8
 Ballard, P., Loggie, V., Mason, S., Lost Landscape: Matthew Boulton’s Gardens at Soho (Chichester: 
Phillimore&Co. Ltd, 2009).  
9
 Demidowicz, G., ‘A Walking Tour of the Three Sohos’, in Mason (ed.), Matthew Boulton: Selling What 
All the World Desires, p. 103. 
10
 Robinson, E., 'Eighteenth-Century Commerce and Fashion: Matthew Boulton's marketing techniques', 
Economic History Review, 2nd series, xvi (1963-4).  
11
 Doty, R., The Soho Mint and the Industrialization of Money (Washington DC: Smithsonian, 1998). 
12
 Baird, O., ‘His Excellency Count Woronzow the Russian Ambassador and the Hardware Man: The 
History of a Friendship’, in Dick (ed.), Matthew Boulton: A Revolutionary Player. 
13
 Cross, A., St Petersburg and the British: The City through the Eyes of British Visitors and Residents 
(London: Frances Lincoln, 2008); By the Banks of the Thames: Russians in Eighteenth-Century Britain 
(Newtonville, Mass: Oriental Research Partners, 1980. Russian translation 2006); By the Banks of the 
Neva: Chapters from the Lives and Careers of the British in Eighteenth-Century Russia (Cambridge 








































                                                         
14
 Goodison, N., Matthew Boulton: Ormolu (London: Christie’s, 2002); ‘The Context of the 

























販売商 Peter Elmsley をつうじて、定期的に古典的な図案と彫刻に関する本も購入し、フロレンチ







                                                         
15
 Goodison, N., ‘ Ormolu Ornament’, in Mason (ed.), Matthew Boulton: Selling What All the World  
Desires, p. 55. 
16
 Goodison, ‘The Context of the Neo-Classicism’, pp. 31-38. 
17
 Robinson, E., ‘Boulton & Fothergill, 1762-1782, and the Birmingham Export of Hardware’, in 
University of Birmingham Historical Journal, Vol. VI, No. 1 (1957). p. 70. 
18
 Goodison, ‘The Context of the Neo-Classicism’, p. 34. 
19
 Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p.57. 
20
 Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p.46. 
21
 Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p.45. さらなる詳細は Robinson, E., 
‘Matthew Boulton and Josiah Wedgewood, Apostiles of Fashion’, in Davenport-Hines, R.P.T., Liebenau, 
J (eds.), Business in the Age of Reason (Routledge, 1987) を参照。 
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である。   





























                                                         
23
 Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p.46. 
24
 Goodison, ‘Ormolu Ornament’, p.55 . 
25
 1772 年の展示販売会に出品されたソーホー製の装飾大型置時計は、ロシアのエカチェリーナ 2
世への販売が試みられたが成功しなかった。Goodison, Matthew Boulton: Ormolu, p. 57. 
26
 Goodison, ‘Ormolu Ornament’, p. 56. 
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 Ford, T.D., Derbyshire Blue John (Landmark Publishing Ltd, 2000), p. 64. 
29
 Ford, Derbyshire Blue John, p. 64. 
30
 Ford, Derbyshire Blue John, pp. 65-68. 
31
 Goodison, ‘Ormolu Ornament’, p. 58. 
32
 Goodison, ‘Ormolu Ornament’, p. 58. 
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書き物机に装飾を行っている。」 Dickinson, H.W., Matthew Boulton (Cambridge 1936), p.24.  
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1769 年から 1770 年にかけてボウルトンは人脈を開拓し、貴族を中心に顧客を持つことに成功し
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 Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p. 49. 
36
 Goodison, ‘Ormolu Ornament’, p. 59 . 
37
 Goodison, ‘Ormolu Ornament’, p. 62 . 
38
 Goodison, ‘Ormolu Ornament’, p. 59. 
39
 Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p. 43. 
40
 ボウルトンの展示販売会については岡部芳彦「18 世紀イギリスにおけるマーケティングと消費




グは 1771 年と 1778 年開催のものである。1778 年 5 月 16 日に開催された展示販売会は、準備不
足の中で開催されたことが指摘されており42、その出品数も 127点と多くない43。よって本稿では、
1771 年 4 月 11 日から 13 日まで開催された展示販売会のカタログを中心に分析する。 
1771 年のカタログには 2 つのコピーが残っている。Goodison の整理に従って最初のカタログを
A，次を B とする。表 1 はカタログ Aと B の合計を並べたものである。比較してみれば、その売
り上げの合計に大きな開きがあることが分かる。Goodison によれば、カタログ B が実際に製品が
売れ入金があったもので、カタログ Aの売り上げは粉飾されていた可能性が高い。カタログ Aに
は約 2,760 ポンドの売り上げが計上されているにもかかわらず、B には約 1,266 ポンドしか記載さ
れていない。見かけ上の売り上げの半分にも満たない額しか実際の入金がなかったことが分かる。 
次にカタログ Aと B からどのようなオークションの落札者がいたのか見てみよう。表 2 はカタ
ログ Aと B から確認できた落札者名を落札数順にまとめたものである。表の作成に際してはカタ
ログ Aに記載された名前を中心にまず作成し、その後 B で注記された場合に名前を追加した。確
認できた落札者は全部で 84 名、1 点のみの落札者が 50 名である。2 点落札した者は 16 名、それ
以上が 18 名であった。特徴として落札数が多くなるほど、名字だけである場合が増えている。
Goodison もこのオークションにおける粉飾を指摘しており、上位の落札者名は売れ残った製品に
付された架空のものであった可能性が高い。Goodison の指摘では落札数 3 位の Morgan は 1771 年
5月 6日のボウルトン＆フォザギル商会からWilliam Matthews宛ての手紙で登場することから実在
の可能性が高いが44、おそらく 6 位の Captain Thompson までは架空の落札者であったと考えられ
る。逆に落札数が少ない者はフルネームや敬称を付けるなど具体的に書かれており、落札数 6 点
で 7 位の Barret 以下 78 名は実在の落札者であったと考えてよいだろう。 
落札者中、貴族と見られる Lord と Lady (Ld を含む) を冠した名前は 19 名、ナイト爵とみられ
る Sir を冠した名前は 5 名あった。架空の落札者と考えられる 4 名を除く上位 10 名には称号保有








ある。ボウルトンの出品リストは、主に candle 関係品、vase、pot に大きく分けることができた。
分類する際、燭台と装飾壺の判別はかならずしも明確ではなかったが、vase と明示されたものは
                                                         
41
 Goodison, ‘Ormolu Ornament’, p. 59; Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p.51. 
42
 Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p.54. 
43‘Sale Catalogues of 1771 and 1781’ in Goodison, Matthew Boulton:Ormolu, pp. 463-470. 
44
 Goodison, ‘Ormolu Ornament’, p. 441. 
45
 Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p. 51. 
46
 Robinson, ‘Eighteenth-Century Commerce and Fashion’, p. 52. 
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vase に、candle が付されたもの、例えば candle vase は candle 関係品の項目に分類した47。まず、
1771 年の出品総数は 267 点である。各日に販売された製品数とその割合は、第 1 日 90 (33.7%)、
第 2 日 93 (34.8%)、第 3 日 84 (31.5%)とほぼ同じことから、ボウルトンが計画的に製品を出品して
いたことが分かる。一番多く出品されたのは 143 点の candle 関係品、つまり燭台を中心とする照
明器具であり、vase が 55 点、pot が 38 点と続く。出品の比率は candle 関係品 53.5%、vase 20.6%、




いない。そこで Goodison の指摘に従って、ほぼ間違いなく架空の落札者と思われる Barton、Price、
Nixon、Captain Thompson が落札したとされる品目を分類してみたのが表 4 である。落札数 5 位の
Pinchbeckの意はメッキ製品の種類であり、これも架空の落札者の可能性もあるが、ボウルトン関
係者でその名前がなかったかは確認できず、また Goodison も言及していないので外した。まず、
「落札」されたのは 62 点であり、1771 年の展示販売会において、現時点で判明しているほぼ確
実に売れ残った数である。その数はそれぞれ candle 関係品が 28 点、vase が 16 点、pot が 12 点、
その他が 6 点となっている。その比率は candle 関係品が 45.1%、vase が 25.8%、pot が 19.4%、そ
の他が 9.7%である。出品の比率に比べて candle 関係品が少なく、vase と pot がやや多い。candle
関係品の出品数が 143 点であったので、仮に架空の落札者がこれ以上いないとすると、実際に売
れたと考えられるのが 115点、売れ残りが 28 点で出品数に占める割合は 19.6%である。対して vase
は 55 点の出品の内 39 点が売れ、売れ残りが 16 点で出品数に占める割合は 29.1%であった。出品
数の差もあるので一概には言えないが、candle 関係品の方が売れ残った割合が低いので、ボウル
トンにとって売れ筋の製品であったことが裏付けられる。 
次に架空の落札者の詳細を見てみよう。表 4 では、まず Barton の落札数が架空の落札者の中で
最多の 25 点 (40.3% )であり、以下 Priceが 19 点 (30.6%)、Nixon が 10点 (16.1%)、Captain Thompson
が 8 点 (12.9%)である。陸軍大尉もしくは海軍大佐を連想させる Captain Thompson の落札数が実
在の顧客よりもかなり多いが、この 4 人の中では一番少ない。そこからは、ボウルトンがこの架
空の落札者像を自分の製品の愛顧者のイメージで作り上げたことが想起される。また、Barton が
candle 関係品と vase をそれぞれ平均して「落札」しているのは、ボウルトン製品の仲介業者をイ
メージして像を作ったことが窺える。ここであらためて表 2 を見れば、架空の落札者 Barton が 1
位、Price が 2 位、3 位に実在の Morgan、4 位に再び架空の落札者 Nixon、6 位に Captain Thompson
という順になっている。7 位の Barret はリストに敬称付で初めて登場し実在すると思われる人物





                                                         
47
 candle 関係品には、candle vase、candlesticks の他、A pair of wreathed corinthian columns with 



























































































出典： ‘Sale Catalogues of 1771 and 1781’ in Goodison, Matthew Boulton:Ormolu,  
pp. 441-442 より作成。貨幣単位は左より￡, s, d。 




























  カタログ A カタログ B 
第 1 日 829  11  6 450   9  0 
第 2 日 1,160   5  6    454 19  6 
第 3 日  915 13  6 506  11 0 
コミッション 145   5  0 145   5 0 
合計 2,760   5  6 1,266  14  6 
14 
 
表 2 1771 年の展示販売会の落札者 
名前 落札数 名前 落札数 
Barton 25 Frank 1 
Price 19 Fox 1 
Morgan 14 General Chomley (General Cholmndley) 1 
Nixon 10 Greenwood 1 
Pinchbeck 10 Haughton ( Mrs. Orton) 1 
Captain Thompson 8 Hudney 1 
Barret ( Mr.Barratt) 6 Lord Arandake ( Lord Arundel) 1 
General Carnack 6 Lord Cundiff ( Lady Cundiff) 1 
Lord Cary (Kelly) 6 Lord Dunkilon 1 
Fitzroy 5 Lord Dyllon  1 
Lessage 5 Ld Exeter 1 
Fitzgerald 4 Leith 1 
Lord Millsent(Lord Milsigton) 4 Ld M. Fordice 1 
Palk 4 Ld G (Lady Godolphin) 1 
Lord Fitzwilliam 3 Ld Melborn 1 
Lord Melburn ( Lord Melbourne) 3 Lord C. Montagu 1 
Lord Sands ( Lady Sands) 3 Lord Ormsby 1 
Stuart 3 MeClane ( Mr. Macleane) 1 
Barnsale 2 Milington 1 
Colonel William 2 Mr. Brittingham  1 
Deard 2 Mr. C. Bowes  1 
Fleming 2 Mr. Gashyn 1 
Fordice 2 Mr. Hearne 1 
Fellows 2 Mr. Herbert 1 
Hopkinson 2 Mr. Middleton 1 
Ld Besborough  2 Mr. Scroope 1 
Lady Elliotte 2 Mr. Southwell 1 
Lady Melbourne 2 Mr. Webb  1 
Ld Orwell 2 Pratt 1 
Mr. Duntzet  2 Robinson 1 
Mr. Senior 2 Sir B ( Sir B. Morton) 1 
Senor 2 Sir W. Ponting 1 
Sir W.W. Wynn  2 Sir Rothly 1 
Veale 2 Sir Jon Wrotesley 1 
Admiral Montagu 1 Smart 1 
Barclay 1 Spooner 1 
Bateman 1 Stanton 1 
Blackwell 1 Streafield 1 
Bradburn 1 Tassarl  1 
Britingham  1 Williams  1 
Captain Nixon 1 Winston ( Mr Weston) 1 
Dr. Marden 1 Wright 1 
出典：‘Sale Catalogues of 1771 and 1781’ in Goodison, Matthew Boulton: Ormolu,  
pp. 443-462 より作成。 
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表 3  1771 年の展示販売会の品目別出品数 
 candle 関係品 vase pot その他 各日の合計 
第 1 日 49 17 15 9 90 (33.7%) 
第 2 日 48 18 12 15 93 (34.8%) 
第 3 日 46 20 11 7 84 (31.5%) 
総計 143 (53.5%) 55 (20.6%) 38 (14.2%) 31 (11.6%) 267（100%) 
出典: ‘Sale Catalogues of 1771 and 1781’ in Goodison, Matthew Boulton: Ormolu,  
pp. 443-462 より作成。 
               なお、構成比に関しては端数処理のため、合計が 100 にならない場合 




表 4 架空の落札者の品目別落札数 
出典：‘Sale Catalogues of 1771 and 1781’ in Goodison, Matthew Boulton: Ormolu,  
pp. 443-462 より作成。 















  candle 関係品 vase pot その他 合計 
Barton 10 12 2 1 25 (40.3%) 
Price 7 2 8 2 19 (30.6%) 
Nixon 7 1 1 1 10 (16.1%) 
Captain Thompson 4 1 1 2 8 (12.9%) 
総計 28 (45.1%) 16 (25.8%) 12 (19.4%) 6 (9.7%) 62 (100% ) 
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Matthew Boulton’s Sales in Christie’s 




   Research about Matthew Boulton in recent years indicates that the background for his business product 
development was based not only on management plans for his steam engine, but also on cultural factors 
and new global businesses, e.g. coinage.  
The Bank of England launches a new £50 note in 2011, featuring Matthew Boulton. It seems that the role 
of Matthew Boulton in the Industrial Revolution has come to be evaluated highly by the UK public. 
Boulton’s ormolu business has still been underestimated in economic and business history. However, if we 
look at the expansion of manufacturing ormolu, which was the core business, as was the “toy” trade in his 
early career, it has been found that Boulton intended to expand the market by new lines of consumer goods 
and the adoption of neo-classical design. 
Products were diversified by the development of Blue John ware in combination with ormolu. Boulton  
also attempted new style sales e.g. exhibitions, where he invited the upper classes, including the royal 
family. 
Some of these attempts were not successful. From the “window dressing” of sales and fictitious names of 
bidders on sales in 1771, we know that the financial result was a failure, and also that Boulton had a hard 
time to find ways to deal with the result of the sales. The adoption of neo-classical design for his products 
could not be said to have increased sales. However, analysis of the sales in 1771 shows Boulton tried to sell 
not only adornment, but also many practical products with associated decoration. 
This method of combining decoration and practical use was visible in many Boulton products after the 
sales in 1771. Boulton’s business did not simply shift from decorative products to the steam engine, but 
also to adornments to products which had both a decorative and a practical function. The technique, 
accumulated in the development and manufacturing of the adornments, was combined with a practical 
function such as the movement of the hall clock. This had a great influence on later business, e.g. the steam 
engine. In other words, the experience of sales in 1771 was not a purely negative experience, but a hint of 
business to come in the later career of Matthew Boulton. 
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